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定量分析
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アスベスト検査記録

1.試料番号 (検査記録No.): K60950a

2.去見I各  :建材製品中のアスベスト含有率測定方法―第1部 :市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方法91SA1481■ :2016)

3.アスベスト同定の方法 :      偏光顕微鏡法(PLM)

4.定性分析結果

4.1層別分析結果

層番号
※: 層構成

歩ヒ率%※
2 層の色

※3
材質名等

※3 検出されたアス
ベストの種類

推定アスベ

スト含有率

非アスベスト繊維、その他

特記
※3

層 1 5 v白 1仕上塗材

層 2 10 x薄茶 1仕上塗材

層 3 5 v白 1仕上塗材

層 4 80 t鼠色 5モルタル

層 5

層 6

層 7

層 8

※ 1 て し

※3:「層の色」、「材質名等」の表記は分析試料の観察結果を記録したもので、表記が法令解釈及び対策工法選定等に責任を負うものでは

ない。また接頭の数字又はアルファベットは、分析上の管理番号である。

[備考]:独立して試料分取が困難な層 (極端に薄い層、しゅう曲又は凹凸がある層)の場合や、塗材の主材層と下地調整塗材層などの特定

の層に着目して分析する場合は、複数の層を混合して分析している。そのため上表の「検出されたアスベストの種類」と
「推定含有率」の表記

が複層にまたがる場合は、各単層の分析結果ではなく混合したものの分析結果を表している。

4.2.試料全体の分析結果

01 そ 場ヽ合は試料全体の分

析結果を総合的に判断して、「検出」と表現する場合がある。推定アスベスト含有率はJISA1481- 1法において試料の顕微鏡による概略的観察から

導いた概数であるので、基準値の適合状況等の重大な決定を行う場合は定量的方法による試料分析を行うのが妥当である。

4.3.(参考〉偏光顕微鏡写真(検出したアスベストの種類のみ)

＼ 伸長の符号 伸長の符号

1 2

3 4

スハミス

一 al一

石綿の種類 推定アスベスト含有率石綿の有無

不検出4睡



K60950
アスベスト検査記録

1.試料番号 (検査記録No.)

2.規格 建材製品中のアスベスト含有率測定方法一第2部 :試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法(JIS A

1481-2:2016)

3.試料粉砕方法・使用した測定機器EX線回折装置の定性条件

4.定性分析結果
4.lX線回折分析による定性分析結果
(2θ )5° ～70° のX線回折プロファイルの一部を下記に示す。

h

注)石綿の種類は次の記号で記
載 ;Chr:ク リツタイル、Amo:ア
モサイ ト、Cro:ク ロシ ドライ
ト、Tre/Act!ト レモライ ト/ア ク
チノライ ト、Ant iア ンソフィラ
イ ト

4.2位相差分散顕微鏡法の写真について
位相差顕微鏡法による計数は実施しておりますが、位相差分散検鏡法の写真は粒子付着が多い等により解像度が悪い場
合が多く、ご依頼が無ければ撮影しておりません。本試験でも特別にご依頼がなかったので撮影しておりません。

4.3 折分析法及び位相差・分散顕 に基づく判定

ク が4本未満の場合は の った結果です。

4.4(参考〉偏光 スベス の種類のみ )
伸長の符号

り

―bl一

分析操作 分析装置名 (型番) メーカー名 条件等

粉砕 マルチビーズショッカー (PM2000) 安井器械爛

ふるヤ` 標準ふるい 500μ m

加熱処理 加熱炉装置 FUL230FB ADVANTEC 加熱無し又は450℃、60分

X線回折 X線回折装置 Empyrean Series2 PANalytical 管電圧40kv,管電流40mA,走査速度26.26° /分

位相差・分散頭微
鏡

位相差・分散顕微
鏡装置

ECLIPSE LV100 Nikon CFI PlanFluor 40x、   CFI PlanFluor Dヽ 140x、   CPI PlanFluor R― DS40x

浸液 Cargille T~も 50,1618,1620,1626,1680,1.690(分 析室の温度25℃ )

石綿含有判定結果定性分析結果

X線回折分析法 分散染色法

回折線ピークの

有無

3000粒子中のア
スペクト比3以
上の繊維数

石綿の有無
石綿の有無

石綿の種類

0 征 征クリツタイル 征

0 鉦 空[アモサイ ト 征

征 征クロシドライ ト 征 0

0 征 鉦トレモライ ト/
アクチノライ ト

征

0 征 41アンソフィライ ト 在離

伸長の符号



lc

アスベスト検査記録
1.試料番号 (検査記録No.)

2.規格 建材製品中のアスベスト含有率測定方法―第2部 :試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法91S A

1481-2:2016)

3.試料粉砕方法日使用した測定機器日X線回折装置の定性条件

4.定性分析結果
4.lX線回折分析による定性分析結果
(2θ )5° ～70° のX線回折プロファイルの一部を下記に示す。

注)石綿の種類は次の記号で記
;Chr:ク リツタイル、Amo:ア
モサイ ト、Cro:ク ロシドライ
ト、Tre/Act:ト レモライ ト/アク
チノライ ト、Ant iア ンソフィラ
イ トA註血 A4AA A狂 血 Aホ た` 杓

一一　一一一ヽ
市ヽ”̈
一一一一一一いい」一一̈
い一一一い一1嗣(

4.2位相差分散顕微鏡法の写真について
位相差顕微鏡法による計数は実施しておりますが、位相差分散検鏡法の写真は粒子付着が多い等により解像度が悪い場
合が多く、ご依頼が無ければ撮影しておりません。本試験でも特別にご依頼がなかつたので撮影しておりません。

4.3X線 の に基づく

備考 :X線回折ピークがあり分散 の再分析を行つ

4.4(参考〉偏 ス の種類のみ)
伸長の符号

― cl―

分析操作 分析装置名 (型番 ) メーカー名 条件等

粉砕 マルチビーズションカ~(PM2000) 安井器械脚

ふるい 標準ふるい 500 μ ttn

加熱処理 加熱炉装置 FUL230FB ADVANTEC 加熱無し又は450℃、60分

X線回折 X線回折装置 Empyrean Series2 PANalytical 管電圧40kv,管電流40mA,走査速度2626° /分

位相差・分散顕微
鏡

位相差・分散頭微
鏡装置

ECLIPSE LV100 Nikon CPI PlanFluor 40x、   CPI PlanFluor DM40x、  CPI PlanFluor R― DS40x

浸液 Cargillo 1550,1618,1.620,1626,1680,1690(分析室の温度25℃ )

石綿含有判定結果定性分析結果

分散染色法X線回折分析法

石綿の有無
石綿の種類

回折線ピークの

有無

3000粒子中のア
スペクト比3以
上の繊維数

石綿の有無

征クリツタイル 征 0 鉦

征4壬 0 征アモサイ ト

征 0 ■睡 征クロシドライ ト

在圧トレモライ ト/
アクチノライ ト

征 0 征
小

征アンノフィライ ト 4正 0 征

伸長の符号



アスベスト検査記録
1.試料番号 (検査記録No.): K60950d

2.規格 建材製品中のアスベスト含有率測定方法一第2部 :試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法91S A

1481-2:2016)

3.試料粉砕方法H使用した測定機器日X線回折装置の定性条件

4.定性分析結果
41X線回折分析による定性分析結果
(2θ )5° ～70° のX線回折プロファイルの一部を下記に示す。

注)石綿の種類は次の記号で記
載 ,Chr:ク リツタイル、Amo:ア
モサイ ト、Cro:ク ロンドライ
ト、Tre/Act: トレモライ ト/ア ク
チノライ ト、Ant:ア ンソフィラ
イ ト

4.2位相差分散顕微鏡法の写真について
位相差顕微鏡法による計数は実施しておりますが、位相差分散検鏡法の写真は粒子付着が多い等により解像度が悪い場

合が多く、ご依頼が無ければ撮影しておりません。本試験でも特別にご依頼がなかつたので撮影 しておりません。

4.3 法及び位 差・分散顕微鏡法の定 づく

回 ピークが 色法の を 果です。

4.4(参考〉偏光 のみ )
仲長の符号

り

―dl一

分析操作 分析装置名 (型番 ) メーカー名 条件等

粉砕 マルチビーズションカ~(PM2000) 安井器械脚

ふるヤ` 標準ふるい 500μ m

カロ熱処理 力口熱炉装置 FUL230FB ADVANTEC 加熱無し又は450℃、60分

X線回折 X線回折装置 Empyrean Series2 PANalytical 管電圧40kv,管電流40mA,走査速度2626° /分

位相差・分散顕微
鏡

位相差・分散顕微
鏡装置

ECLIPSE LV100 Nikon CFI PlanFluor 40x、   CFI PlanFluor DM40x、  CFI PlanFluor R―DS40x

浸液 Cartti l le 1550,1618,1620,1626,1680,1690(分 析室の温度25℃ )

石綿含有判定結果定性分析結果

X線回折分析法 分散染色法

石綿の有無
石綿の有無

石綿の種類
回折線ピークの

有無

3000粒子中のア
スペク ト比3以

上の繊維数

征 征クリツタイル 征 0

征アモサイ ト 在E 0 征

征クロシドライ ト 征 0 征

征 征トレモライ ト/
アクチノライ ト

征 0

征
ヽアンソフィライ ト 征

ヽ
0 鉦

伸長の符号



e

アスベスト検査記録
1.試料番号 (検査記録No.)

2.規格 建材製品中のアスベスト含有率測定方法―第2部 :試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法CIS A

1481-212016)

3.試料粉砕方法E使用した測定機器EX線回折装置の定性条件

4.定性分析結果
4.lX線回折分析による定性分析結果
(2θ )5° ～70° のX線回折プロファイルの一部を下記に示す。

!||,I | A |祥 五

注)石綿の種類は次の記号で記
載 ;Chr:ク リツタイル、Amo:ア
モサイ ト、Cro:ク ロシドライ
ト、Tre/Act iト レモライ ト/ア ク
チノライ ト、Ant iア ンソフィラ
イ ト

4.2位相差分散顕微鏡法の写真について
位相差顕微鏡法による計数は笑施しておりますが、位相差分散検鏡法の写真は粒子付着が多い等により解像度が悪い場
合が多く、ご依頼が無ければ撮影しておりません。本試験でも特別にご依頼がなかつたので撮影しておりません。

4.3X

備 ピークが

析法及び 差日分 の定性結果に基づ

石綿の種類

定性分析結果 石綿含有判定結果

X線回折分析法 分散染色法

石綿の有無回折線ピークの

有無

3000粒子中のア
スペクト比3以
上の繊維数

石綿の有無

クリンタイル 4と 0 空[ 征

アモサイ ト 征 0 4離 在[

クロンドライ ト 41 0 征 征

トレモライ ト/
アクチノライ ト

征 0 征 征

アンソフィライ ト 征 0 征 銀

卜報ケ「酒籍り の

4.4(参考〉偏 の のみ )
法の再分析を行つ

仲長の符号

一 el一

分析操作 分析装置名 (型番) メーカー名 条件等

粉砕 マルチビーズションカ~(PM2000) 安井器械伽

ふるい 標準ふるい 500μ m

加熱処理 加熱炉装置 FUL230FB ADVANTEC 加熱無し又は450℃、60分

X線回折 X線回折装置 Empyrean Series2 PANalytical 管電圧40kv,管電流40献,走査速度2626° /分

位相差・分散顕微
鏡

位相差・分散顕微
鏡装置

ECLIPSE LV100 Nikon CFI PlanFluor 40x、   CFI PlanFluor DM40x、   CFI PlanFluor R― DS40x

浸液 Cargil19 1550,1618,1620,1626,1680,1690(分 析室の温度25℃ )

仲長の符号



アスベスト検査記録
1.試料番号 (検査記録No.) K60950f

2.規格 建材製品中のアスベスト含有率測定方法一第2部 :試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法91S A

1481-2:2016)

3.試料粉砕方法H使用した測定機器EX線回折装置の定性条件

4.定性分析結果
4.lX線回折分析による定性分析結果
(2θ )5° ～70° のX線回折プロファイルの一部を下記に示す。

注)石綿の種類は次の記号で記
i Chr:ク リツタイァレ、Amo:ア
モサイ ト、Cro iク ロシドライ
ト、Tre/Act iト レモライ ト/ア ク
チノライ ト、Ant:ア ンソフィラ
イ ト

4.2位相差分散顕微鏡法の写真について
位相差顕微鏡法による計数は実施しておりますが、位相差分散検鏡法の写真は粒子付着が多い等により解像度が蒸い場
合が多く、ご依頼が無ければ撮影 しておりません。本試験でも特別にご依頼がなかつたので撮影しておりません。

4.3 回折分析法及び位相差 B分散顕微鏡法の づく

X線回折ピークがあり分散顕微鏡で繊維が4本未満の場合は分散染色法の再分析 です

4.4(参考)偏 スベス 類のみ)
伸長の符号

一

且

―

分析操作 分析装置名 (型番) メーカー名 条件等

粉砕 マルチビーズショッカー (PM2000) 安井器械仰

ふるい 標準ふるい 500μ m

加熱処理 加熱炉装置 FUL230FB ADVANTEC 加熱無し又は450℃、60分

X線回折 X線回折装置 Empyrean Series2 PANalytical 管電圧40kv,管電流40献,走査速度2626° /分

位相差・分散顕微
鏡

位相差・分散頭微
鏡装置

ECLIPSE LV100 Nikon CFI PlanFluor 40x、   CFI PlanFluor DM40x、  CFI PlanFluor R―DS40x

浸液 Cargille 1550,1618,1620,1626,1680,1690(分 析室の温度25℃ )

石綿含有判定結果定性分析結果

X線回折分析法 分散染色法

回折線ピークの

有無

3000粒子中のア
スペク ト比3以

上の繊維数

石綿の有無
石綿の有無

石綿の種類

征 0 鉦 征クリツタイル

0 4[ 征
小アモサイ ト 空怪

征 征
小クロシドライ ト 征 0

征・ 0 征 征トレモライ ト/
アクチノライ ト

0 征 征アンノフィライ ト 奎[

伸長の符号



アスベスト検査記録

1.試料番号 (検査記録No.): K60950g

2.共見本各 :建材製品中のアスベスト含有率測定方法―第1部 :市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方法(Л SA1481-1:2016)

3.アスベスト同定の方法 :      偏光顕微鏡法(PLM)

4・ 定性分析結果

4.1層別分析結果

層番号
※] 層構成

歩ヒ率%※
2 層の色

※3
材質名等

※3 検出されたアス
ベストの種類

推定アスベ

スト含有率

非アスベスト繊維、その他

特記
※3

層 1 5 v白 1仕上塗材

層 2 5 x薄茶 1仕上塗材

層 3 90 t鼠色 5モルタル

層 4

層 5

層 6

層 7

層 8

※ 1 ている。

※3i「層の色」、「材質名等」の表記は分析試料の観察結果を記録したもので、表記が法令解釈及び対策工法選定等に責任を負うものでは

ない。また接頭の数字又はアルファベントは、分析上の管理番号である。

[備考]:独立して試料分取が困難な層 (極端に薄い層、しゅう曲又は凹凸がある層)の場合や、塗材の主材層と下地調整塗材層などの特定

の層に着目して分析する場合は、複数の層を混合して分析している。そのため上表の「検出されたアスベストの種類」と
「推定含有率」の表記

が複層にまたがる場合は、各単層の分析結果ではなく混合したものの分析結果を表している。

4.2.試料全体の分析結果

1-5 の構成割合が低い場合は試料全体の分

析結果を総合的に判断して、「検出」と表現する場合がある。推定アスベスト含有率はJISA1481-1法において試料の顕微鏡による概略的観察から

導いた概数であるので、基準値の適合状況等の重大な決定を行う場合は定量的方法による試料分析を行うのが妥当である。

4.3.(参考〉偏光顕微鏡写真(検出したアスベストの種類のみ)

＼ 伸長の符号 伸長の符号

1 2

3 4

― gl ―

石綿の種類 推定アスベスト含有率石綿の有無

不検出4臣



1
１

　

　

２

アスベスト検査記録
試料番号 (検査記録No.)

規格
建材製品中のアスベスト含有率測定方法―第2部 :試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法91S A

1481-2:2016)

3.試料粉砕方法L使用した測定機器EX線回折装置の定性条件

4.定性分析結果
4.lX線回折分析による定性分析結果
(2θ )5° ～70° のX線回折プロファイルの一部を下記に示す。

1ン(漱 転ヽ A【 .ヽ  筑

注)石綿の種類は次の記号で記
載 i Chr:ク リツタイル、Amo:ア
モサイ ト、Cro:ク ロシドライ
ト、Tre/Act:ト レモライ ト/ア ク
チノライ ト、Ant iア ンソフィラ

イ ト

42位相差分散顕微鏡法の写真について
位相差顕微鏡法による計数は実施しておりますが、位相差分散検鏡法の写真は粒子付着が多い等により解像度が悪い場

合が多く、ご依頼が無ければ撮影しておりません。本試験でも特別にご依頼がなかつたので撮影しておりません。

4.3 析法及び位相差・分散顕 の に基づく判定

4.4(参考〉偏光
で繊維が4本未満の場合は

スベス 種類のみ )
を行つ 果で

伸長の符号

ピーク り

―hl―

分析操作 分析装置名 (型番) メーカー名 条件等

粉砕 マルチビーズションカー (PM2000) 安井器械脚

ふるい 標準ふるい 500μ m

加熱処理 加熱炉装置 FUL230FB ADVANTEC 加熱無し又は450℃、60分

X線回折 X線回折装置 Empyrean Series2 PANalytical 管電圧40kv,管電流40献 ,走査速度2626° /分

位相差 。分散顕微
鏡

位相差・分散顕微
鏡装置

ECLIPSE LV100 Niton CFI PlanFluor 40x、   CFI PlanFluor DM40x、  CFI PlanFluor R―DS40x

浸液 Cargille 1550,1618,1620,1626,1680,1690(分 析室の温度25℃ )

石綿含有判定結果定性分析結果

X線回折分析法 分散染色法

3000粒子中のア
スペク ト比3以

上の繊維数

石綿の有無
石綿の有無

石綿の種類
回折線ピークの

有無

0 征 在I
クリツタイル 征

0 ■[・ 征アモサイ ト 征

征 征
クロシドライ ト 盗睡 0

0 征 在I・トレモライ ト/
アクチノライ ト

征

0 征 征
ヽアンノフィライ ト 征

仲長の符号



アスベスト検査記録

1.試料番号 (検査記録No.) K60950i

2.共見4各  :建材製品中のアスベスト含有率測定方法―第1部 :市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方法|おA1481-1,2016)

3.アスベスト同定の方法:      偏光顕微鏡法(PLM)
4.定性分析結果

4,1層別分析結果

層番号
※ 層構成

,ヒ率%※
2 層の色

※3
材質名等

※3 検出されたアス
ベストの種類

推定アスベ

スト含有率

非アスベスト繊維、その他

特記
※3

層 1 10 v白 1仕上塗材

層 2 90 t鼠色 5モルタル

層 3

層 4

層 5

層 6

層 7

層 8

※2:5

※3:「層の色」、「材質名等」の表記は分析試料の観察結果を記録したもので、表記が法令解釈及び対策工法選定等に責任を負うものでは

ない。また接頭の数字又はアルファベットは、分析上の管理番号である。

[備考]:独立して試料分取が困難な層 (極端に薄い層、しゅう曲又は凹凸がある層)の場合や、塗材の主材層と下地調整塗材層などの特定

の層に着目して分析する場合は、複数の層を混合して分析している。そのため上表の「検出されたアスベストの種類Jと「推定含有率」の表記

が複層にまたがる場合は、各単層の分析結果ではなく混合したものの分析結果を表している。

4.2.試料全体の分析結果

-5 又 は が低い場合は試料全体の分

析結果を総合的に判断して、「検出」と表現する場合がある。推定アスベスト含有率はュSA1481 1法 において試料の顕微鏡による概略的観察から

導いた概数であるので、基準値の適合状況等の重大な決定を行う場合は定量的方法による試料分析を行うのが妥当である。

4.3.(参考〉偏光顕微鏡写真 (検出したアスベストの種類のみ )

＼ 伸長の符号 伸長の符号

1 2

3 4

―
 il 

―

石綿の有無 石綿の種類 推定アスベスト含有率

征 不検出



１

　

　

２

アスベスト検査記録
試料番号 (検査記録No.):

規格
建材製品中のアスベスト含有率測定方法―第2部 :試料採取及びアスベスト含有の有無を判定するための定性分析方法91S A

1481-212016)

3,試料粉砕方法H使用した測定機器口X線回折装置の定性条件

4.定性分析結果
4.lX線回折分析による定性分析結果
(2θ )5° ～70° のX線回折プロファイルの一部を下記に示す。

注)石綿の種類は次の記号で記
載 i Chr:ク リツタイル、Amo:ア
モサイ ト、Cro:ク ロシドライ
ト、Tre/Act iト レモライ ト/ア ク
チノライ ト、Ant:アンソフィラ
ト

| ぶ|

4.2位相差分散顕微鏡法の写真について
位相差顕微鏡法による計数は実施しておりますが、位相差分散検鏡法の写真は粒子付着が多い等により解像度が悪い場

合が多く、ご依頼が無ければ撮影しておりません。本試験でも特別にご依頼がなかつたので撮影しておりません。

4.3X線 の に基づく判定

備考 :X線回折ピークがあり 4本未満の を行つた結果です。

4.4(参考〉偏 スベス の種類のみ )
仲長の符号

―jl―

分析操作 分析装置名 (型番 ) メーカー名 条件等

粉砕 マルチビーズションカ~(PM2000) 安井器械脚

ふるヤヽ 標準ふるい 500″ ェn

加熱処理 加熱炉装置 FUL230FB ADVANTEC 加熱無し又は450℃、60分

X線回折 X線回折装置 Empyrean Series2 PANalytical 管電圧40kv,管電流40mA,走査速度26.26° /分

位相差・分散顕微
鏡

位相差・分散顕微
鏡装置

ECLIPSE LV100 Nikon CPI PlanFluor 40x、   CFI PlanFluor DM40x、  CPI PlanFluOr R―DS40x

浸液 Cargille 1550,1618,1620,1626,1680,1690(分 析室の温度25℃ )

石綿含有判定結果定性分析結果

X線回折分析法 分散染色法
石綿の種類

回折線ピークの

有無

3000粒子中のア
スペク ト比3以

上の繊維数

石綿の有無
石綿の有無

クリツタイル 征 0 鉦 征

アモサイ ト 41 0 征 征

■【 0 征 征クロシドライ ト

トレモライ ト/
アクチノライ ト

征 0 征 征

アンノフィライ ト 征・ 0 征 征

仲長の符号
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(参考資料)アスベストの偏光顕微鏡観察例 (仲長の符号)
」ISA-14811:2016の定性分析法の一つに偏光顕微鏡を用いる方法があります。偏光顕微鏡を用い

てアスベストの複数の光学的特性を調べますが、光学的特性の一つに繊維の高層折率及び低屈折

率の方向を示す伸長の符号があります。屈折率の高い方が繊維の長さ方向と平行な場合は繊維は正

方向とされ、屈折率の低い方が繊維の長さ方向と平行な場合は繊維は負方向と表されます。下記に、
6種類のアスベストの偏光顕微鏡観察例 (仲長の符号)を示します。

正の繊維[北西―南東方向の繊維がだいだい(橙 )黄色] 正の繊維[北西―南東方向の繊維がだいだい(橙)黄色]

ロシ

負の繊維[北西―南東方向の繊維が青緑] 正の繊維[北西―南東方向の繊維がだいだい(橙 )黄色]

アクチノライト アンソフイライト

正の4戦維[北西―南東方向の繊維がだいだい(糧 )黄色] 正の繊維田ヒ西―南東方向の繊維がだいだい(橙 )黄色]

参考資料

株式会社エルエフ関西


